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一

にて 肝 S 7 に径 7 m m の 高 エ コ ー 結節認 め られ

た が, M RI にて 造影効果認 め られず経過観察され

て い た . H 1 3 年 5 月, 結節 は径 12 m m に増大 し,

一

部に低 エ コ ー の 領域が出現 した . H 13 年 11 月,

結節 は径 19 m m まで増大し
,

C T にて早期濃染も

認 め ら れ る よう に な っ た
. ド ッ プ ラ

ー

エ コ
ー

,

C T H A
,

C T A P 等施 行され, 結節の
一

部 に動脈血

流低下巣を内包 した非典型 的な結節内結節型肝細

胞癌と診断された . 経度的ラ ジオ波焼灼術 (R F A)

を施行され, 画像上
, 腫癌の 完全壊死 が得 られ た

.

腫癌 の 高 エ コ ー 部よ り施行 さ れ た腫癌生検 で は
,

脂肪 化を伴 っ た高分 化進行肝細 胞癌と診 断 さ れ

た .

結節 の
一

部に動脈血流低下巣を内包 した非典型

的な結節内結節型肝細胞癌の増殖過程を経時的に

画像で観察し得た興味深い 一

例 であり報告する .

10　アザチオプリン内服療法により経過観察され

て い た 自 己 免 疫 性 肝 炎 に 肝 外 発 育 型 肝 細 胞 癌

を発症した一例
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症例は 70 歳女性. 19 83 年に自己免疫性肝炎と

診断され, ア ザチ オプリ ン により経過観察されて

い た . 昨年 5 月内視鏡に て胃管薩部 に隆起性病変

が認め られ, 9 . 2 5 当科 入院. 超音波内視鏡で 粘膜

下腫癌を, C T
, M RI で は肝 S2 か ら の肝細胞痛が

疑われた . 腹部血管造影にて 肝細胞癌と診断され
,

部分 的切除術が行 われた . 腫癌部 は単結節型高分

化型肝細胞癌, 非腫癌部 は自己免疫性肝炎 の所見

で あ っ た . 組織中ウイ ル ス 遺伝子解析を行 っ たが ,

遺伝子 は検出されなか っ た . 本例は発癌機序に お

い て
, 興味深 い

一

例 であ っ た の で報告する .

11　著明リンパ節転移をきたした肝細胞癌の2剖

検例
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今回, 我々 は著明な リ ン パ 節転移をきた した肝

細胞癌の 2 剖検例を経験 した .

症例 1 は 7 8 歳男性, 慢性 C 型肝炎, 肝硬変で

経過観察中の 患者で
, 腫癌マ ー カ ー は陰性で あ っ

たが , 画像所見で は C T , A n gi o 上 は肝細胞癌に矛

盾しな い 所見であり, また
, 縦隔か ら肝門部, 大

動脈周囲に い た る広範な リ ン パ 節 の 腫脹 を認 め

た . しか し, 腫癌マ
ー

カ
ー

の 上昇が なく, 肝細胞

癌の リ ン パ節転移と の 確定診断に到らず, 悪性リ

ン パ 腫 などと の 鑑別 が 問題 と な っ た . 開腹生検の

予定 と した が家族 の 意向で実施されず, 診断的治

療 と し て全身化学療法が 行 われ た が無効で あり,

全 身状態 は徐々 に悪化 した . その 後 PI V K A の 上

昇を認め
, 肝癌の リ ン パ 節転移 が疑われた 時に は

すで に肝不全 は不可逆的で あり永眠 された .

症例 2 は C 型肝硬 変患者 で 肝腰 痛の 出現あり,

腫癌マ ー カ ー

, 画像所見上 も肝細胞癌に矛盾 しな

い 所見であ っ た が , T A E 治療の 甲斐なく,
びまん

性の 増殖, 多発性肺転移の 出現を認め永眠された .

2 症例 と も家族 の 同意 が得 られ病理解剖 が行われ

た が, 2 例 とも低 分化 の 肝細胞 癌で , 縦隔を含め

た多発性の リ ン パ 節転移を伴 っ て い た
. 肝細胞癌

の リ ン パ 節転移は剖検時に は約3 割 に認 め られ る

が生存時の診断例は比較的まれであり, 特 に縦 隔

リ ン パ 節転移 は剖検例 で もまれである と されて い

る . 縦隔 リ ン パ 節 へ は肝表在リ ン パ 節を介 した経

路も報告されて おり, 縦隔リ ン パ 節転移を契機に

発見され た細小肝癌の 報告例もあ る .

肝細胞 癌の リ ン パ 節転移 は比較 的 ま れで あ る

が
, 低分化癌症例 が多く, 肝癌 の 経過観察におい

て は縦 隔リ ン パ 節を含め た 経過観察が重要で あ

り, また肝癌の ハ イ リ ス ク症例 におい て はリ ン パ

節腫脹を認 め た際に肝癌 の リ ン パ 節転移も念頭 に

お い た診療も必要であ ると考え られた .


